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１．はじめに

　前回、マイペースに立ち回るた
めに必要なことは、
　①争わない、受け流す
　②難しい問題は結論を急がない
　③一人一人丁寧に接する
と、対個人の人間関係をうまく立
ち回る方法を解説してきました。
　しかし、皆さんの仕事の中では、
集団をまとめる難しさを経験して
いる方も多いかと思います。集団
の意見がバラバラでまとまらない、
誰も動かない、なかなか思うよう
にいかない部会などの集まりとど
う接していけばいいか？　につい
て解説していきます。

２．場をまとめるための「マ
インドセット」

　場をまとめることは、JA にと
って数字上のメリットはない無料
のサービスのようなもの、組合員
からはやって当然、うまくいかな
いと JA 職員が責められるなど、
自分にその役割が回ってくると罰
ゲームなようなものととらえてい
ないでしょうか？　誰でもやらさ
れた仕事はつまらないし、魂が入
らないのが相手にも伝わります。
そうなると悪循環になり、多くの
人が集まる場をまとめることなど
できなくなりますよね。
　そもそも、場をまとめるのは本
当に皆さんの仕事なのでしょう
か？　本来は、部会をまとめ、運
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事ですよね。
　筆者もある会の事務局をしてい
ますが、この立場にたってはじめ
て事務局の気持ちが分かるように
なました。以来、自分がお客の立
場の会合でも、事務局の方には敬
意をもって接し、できるだけ協力
するようになりました。
　誰かに見返りを求めると人はつ
いてこなくなります。皆さんには
目先の見返りを求めずに、この裏
方作業を楽しんでいただきたいで
す。なぜなら、この事務局の大変
な立場を分かってくれる方が必ず
いるからです。地域では大小いろ
いろな集団活動があり、少なから
ずこの事務局の立場を経験してい
る方がいます。

営するのは、組合
員自らの仕事であ
り、そのサポート
をするのが JA 職
員の仕事であると
思います。
　自分達が今後ど
うなりたいか？　
どうしていきたい
か？　ということ
まで JA 職員にま
かせっきりにする
のは、依存の関係です。依存の関
係からは、やってもらって当たり
前、責任のなすり合いという構図
が生まれがちです。本来あるべき
姿は、お互いがやるべきことをや
り、共に成長していく関係である
べきだと思います。
　そうはいっても、いきなり理想
の状態にはならないので、まずは
皆さんが一人で場をまとめようと
はせずに、場をまとめるリーダー
を育てることを目指してはいかが
でしょうか？
　自分が表にでないで裏方に徹す
るのです。事務局という立場は、
手間はかかり、誰にも感謝されず、
でも失敗すると責められるという、
やった人しか分からない大変な仕
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図　場をまとめるマインドセット
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　やらされ仕事と思うのではなく
て、皆さんのがんばりをどこかで
見ている組合員の存在をまずは信
じることから始めて欲しいです。
　では、人が成長するには皆さん
がどのようなサポートができるの
でしょうか？　前頁の図では、
　①�リーダーにビジョンを持つこ

とを教える
　②�ファシリテート役に徹する
　③�議事録を取る
ことが場をまとめるサポートであ
ると整理していますが、次章で詳
しく説明しましょう。

３．場をまとめるサポート 
①リーダーを育てる

　一つ目は、場をまとめるにはリ
ーダーを育てることです。
　場がまとまらないのは、向かう
方向が見えていないからです。将
来の理想の状況を明確に思い描く
ことを「ビジョン」といいますが、
５年後、10年後にどんなメンバー
で、何を作り、どこに売り、所得
をどれくらい上げて、部会全員が
楽しむ活動をしているか？　こう
いったことを明確に思い描くこと
が必要です。
　こうした部会のビジョンをリー

ダーや中心メンバー、部会の中の
若手と一度じっくり話し合ってみ
てはいかがでしょうか？　事務局
が話し合う場を設定し、部会の主
要メンバーが集まり、ビジョンに
ついて考えていただくきっかけを
作る役割が重要だと思います。
　部会の方が現状の不満や文句を
言いはじめたら、「では、あなた
はこの部会がどのような状態にな
るべきだと考えますか？」「あな
たはこの部会で何かしたいです
か？」と将来に視点を変える質問
を投げ続けてください。
　ビジョンが明確になってきたら、
皆さんワクワクしますよね。でも、
ビジョンが高すぎると叶わない夢
とあきらめてしまいがちです。そ
のため、ビジョンに近づくために、
細切れの目標を設定して、モチベ
ーションを高めることが必要です

（次頁図参照）。図のとおり、ビジ
ョンとして目指す山頂に行く道を
決め、その途中に目印にする地点

（目標）を作ります。
　このビジョンと目標の関係は以
前の連載でも取り上げましたが、
部会の運営も全く同じだと思いま
す。自分が考えるこれからのリー
ダーの資質とは、ビジョンと目標
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からも理解されないと感じても、
後で事務局の仕事を感謝してくれ
る人、評価してくれる人が現れる
のが、この場をまとめるという仕
事であり、数字をあげることと同
等以上に JA の大切な役割である
と思います。
　次回から、場をまとめるファシ
リテートの仕方、議事録の作成な
ど、細かいテクニックについて触
れていきます。

をあきらめずに持つこ
とであると思います。
　視点を未来に向けて
モチベーションを上げ
るお手伝いをすること
が、JA 職員ができる
リーダーの育て方では
ないでしょうか？

４．さいごに

　筆者も場をまとめようとして、
無理をして失敗してきた経験があ
ります。人前に立つのは今でも苦
手ですし、かっこつけていいこと
を言おうとすると失敗し、場をま
とめることからはできるだけ逃げ
たいと思ってきました。
　しかし、自分が事務局の立場を
経験してはじめて、今まで出席し
てきた園芸部会の場を作ってきた
皆さん JA 園芸職員の苦労が分か
るようになりました。その時に誰
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図　ビジョンと目的の関係




